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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第２回西脇市こどもプラザ運営委員会  

開催日時  令和３年３月２日（火）  

午後２時～３時 30分  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 会議室１  

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

田邉委員、伊達委員、藤原委員、萬浪委員、  

橋本委員、前田委員、石田委員、高瀬委員  

（選出区分別 50音順）  

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

松下委員、藤井委員  

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  

筒井部長、赤松施設長、松本所長、藤井  

 

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由   

 

傍聴人の数  １人  

議題又は協議事項  １  令和３年度こどもプラザカリキュラム (案 ) 

及び令和３年度こどもプラザ事業実施計画  

（案）について  

２  こ ど も プ ラ ザ 利 用 者 ア ン ケ ー ト 結 果 に つ い

て            

３  こどもプラザの運営について（意見交換）  

会議の記録（概要）  

発言者   

○開会  

 委員８名の出席により会議成立の報告  

 傍聴者入室の了承確認及び傍聴者１名の報告  

 

○委員長あいさつ  

 

○議事  

 議事１、令和３年度こどもプラザカリキュラム（案）

及び令和３年度こどもプラザ事業実施計画（案）につい

て、事務局から説明をお願いする。  

 

事務局  

 

 

 

委員長  

 

委員長  
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事務局  

 

委員長  

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

○会議資料に基づき、事務局から説明  

 

 議事２、こどもプラザ利用者アンケート結果について

事務局から説明をお願いする。  

 

○会議資料に基づき、事務局から説明  

 

 議事３、こどもプラザの運営についての意見交換とあ

わせ、事務局からこどもプラザの利用状況などの説明を

お願いする。  

 

○会議資料に基づき、事務局から説明  

 

こどもプラザの運営について、報告があった資料やア

ンケート結果も含めて意見交換をしていきたい。何か意

見等はないか。  

  

こどもプラザの利用時は、子どもにもサーマルカメラ

での検温が定着しているので、安心して利用できる。ま

た、コロナ対策により、遊具が貸し出し制になったこと

で、遊具の貸し借り時には子どもが自分から「ありがと

う」と言えるようになり成長を感じた。コロナ禍で外出

の機会や人と会うことも少なくなったが、おやこ交流教

室の中で個人懇談の機会を設けてもらい、不安や気にな

ることを聞いてもらえたので、ありがたかった。西脇市

に住んでいてよかったと思えた。  

 

今日も午前中にあいあいランドへ遊びに行った。利用

者は多くはないが、その分、職員と密に話ができ、身近

にこのような場所があることはありがたいと感じた。遊

具も貸し出し制になったことで、１歳の子どもが遊具の

写真を見て、遊びたい遊具を指さしで知らせており、人

とのやり取りを学ばせてもらっている。コロナ対策で市

内の方のみに利用を制限されたので、利用者は少なくな

ったが、消毒や検温も徹底されているので、安心して利

用できる。  

 

保護者や子ども達の安心、安全の場があったこと、話
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ができる場、相談できる場があったこと、「かして」や

「ありがとう」など、言葉のやりとりの場があったこと

がよかったのではないか。数字としては出てこない成果

が子育て支援の中では大事なことであると考える。  

 

園の子ども達から、こどもプラザの遊具が貸し出し制

になっていることを聞いた。コミュニケーションが取れ

ないコロナの時期だからこそ、人とのやりとりができる

ように工夫されたのだと感じた。このようにコロナの状

況になったことで、今までのやり方を考え直したり、工

夫したことでよかったという成果が見られたことがあれ

ば教えていただきたい。  

 

館内では感染予防のため、ある程度の距離を保って遊

ぶようにしているが、離れていてもお母さん同士は顔を

見合わせ、互いに気にかけ合っている。利用人数は少な

いが、保護者同士がコロナだからこそつながっていると

いうことがわかった。来年度はさらに保護者が自らつな

がり、活動したいと思えるような支援をしていきたい。  

 

児童の学習と遊びを見守る立場であるが、コロナ禍で

小学生の利用が非常に少なくなった。今は小さな子ども

を持つ親子にも声をかけながら見守っている。こどもプ

ラザの色々な事業報告をしていただいたが、たくさんの

事業や支援をされているので、大勢の方に利用してほし

いと思う。祖父母世代になったが、孫が帰ってきたら、

「みらいえに行っておいで。」とよく声をかける。  

 

 この一年、学校で多くの行事が中止や延期となった。

６月から学校は再開したものの、怖いことがたくさんあ

った。水泳はできるが、更衣室が密になるという問題、

運動会は演技数を減らし規模を縮小して実施、音楽会も

合奏のみで、各学年の保護者を入れ替えて参観してもら

った。不特定多数の方が利用されるみらいえでは、もっ

と多くのご苦労があっただろうと想像する。このような

中で事業を実施され、規模の縮小はあったかもしれない

が、質は向上しているのではないかと思う。人が少ない

からこそ、一人ひとりの満足度は高められたのではない
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かと思う。  

 

 何点かお聞きしたい。  

緊急事態宣言の解除以降の取組みは、どう変わってい

るのか。令和３年度の事業計画の説明があったが、コロ

ナ禍で、どのように事業を展開していくのか。ベビーの

つどいは、サテライトでも実施するとあがっているが、

今までからもサテライトで実施されていたのか。サテラ

イトの利用者が少ないと聞いているので、サテライトで

も多く事業を展開されたらよいのではと考える。  

 

 ３月７日までの緊急事態宣言だったので、３月８日以

降は今まで通り事業を実施する予定で、準備を進めてい

る。ただ、今、気を緩めるとどんな状況になるかわから

ないので、換気や消毒は徹底して行っていく。  

来年度の取組みについては、カリキュラムに沿って実

施していくが、屋外でできるものはできるだけ屋外で実

施したいと考えている。また、おやこ交流教室は主にへ

そっこランドで実施し、西脇市内、市外どなたでも参加

できる、つどい事業についても、今まで通りサテライト

でも実施していく。  

つどい事業の「ベビーのつどい」には、子どもと２人

きりでいると息がつまる、自分も体を動かしたいと、首

が座っていない乳児を連れて参加されるお母さんがある

ので、６ヵ月までの乳児を持つ親子を対象に「ぴよぴよ

のつどい」を新たに実施することにした。ここでは子育

ての学びよりもお母さんにリラックスしてもらうことに

重点を置く。たとえ１時間でも、お母さんの困りごとを

話せる時間、リラックスできる時間として充実させてい

きたい。  

広場事業については、ボランティアグループに委託し

ている広場と、こども園や幼稚園等に出向いて交流する

広場がわかりにくかったので、職員がこども園、幼稚園

に行かせていただき、地域の親子も参加できる広場は、

「出張みんなのつどい」として、つどい事業の中に入れ

ることとした。子育て支援にはお母さんの学びの場が必

要であるが、まずはお母さんが少し息抜きできる場とお

母さん同士がつながる場に力を入れていきたい。  
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

 

委員  

 

 

 園でも、こども食堂はなかなか再開できなかったが、

子育てサークルは６月から再開し、お母さん方は非常に

喜んでおられた。２か月間、ストレスが溜まり、孤立し

ていた方が多かったのではと考える。こどもプラザもそ

うであるが、保育施設も各地区に１つずつあり、ねらい

はそれぞれあると思うが、目標はどこも同じで、西脇市

は子育てしやすい町、お母さんをサポートしている町で

ある。同じよいことをしているのに、それぞれで動いて

いるので、全体としてコーディネートしていく必要があ

るのではと思う。幼児教育センター、保育協会、社会福

祉協議会、教育委員会、こども福祉課、健康づくりセン

ターなどみんなで連携しながら多方面からサポートでき

ればいいのではと思う。お母さんも色々な方がおられる

ので、最後の１人までしっかり拾い上げてサポートして

いける体制をとれるようにしてほしい。  

 

 ４月、５月のいろいろな不安が溜まっていた時に、６

月から、こどもプラザや園でお母さんたちが話せる場が

あったということはよかったのではないか。点と線と面

の話があるが、それぞれの点があって１本の線になり、

一つひとつがつながれば面になってくる。それぞれがし

ていることをつないでいくということと、つながって面

ができると、西脇市のどこへ行っても子育てしやすい、

みんなが同じ支援を受けることができるということにな

るのではと思う。  

 他に要望などはないか。  

 

「ぴよぴよのつどい」は、「ベビーのつどい」のよう

な子どもの手形や足形をとるボードなどもあるのか。  

 

 参加していただいたお母さんには、子どもの足型をと

ったり、記念となるボードなどもお渡しする。お母さん

にはとにかくリラックスしていただくということにねら

いを置いている。  

 

 コロナ禍になってから、屋外で事業や活動することが

多くなったと思う。みらいえのロータリーで行った落書

き遊びや、大型遊具を使ってみんなで体を動かして遊ぶ



6 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

事務局  

ことなど、普段子どもができない体験ができる機会を増

やしていただいたことが、とてもよかった。これからも

続けていただきたい。  

 

 お母さん達のリラックスの話であるが、寝ていてもい

い、子どもが泣き叫んでもいい、というコンサートを西

脇市のアピカホールで実施したい。寝ていてもいい、赤

ちゃんに聴かせるクラシックコンサートをしたいと今ま

でから声を上げ続けている。観客が寝ていてもいいとい

う演者さんはたくさんおられる。音楽関係の大学生が演

奏しながら、合間に絵本を読むというようなお母さんや

赤ちゃんのためのリラックスコンサートに、ホールを使

ってもいいのではないか。芸術性の高い素晴らしい音楽

ホールを西脇市の財産として、西脇市民でもっと活用し

ていけばよいのではないかと考える。  

 

 大学のピアノ教員が西脇市在住なので、伝えたいと思

う。  

 他にご意見はないか。なければ、皆様からいただいた

ご意見や事業計画、カリキュラムに沿って、事業を進め

ていただくようお願いする。  

 来館人数は減っても、一人ひとりの保護者に丁寧に向

き合い、事業の質は落ちていないということが、今回の

会議で明らかになった。利用者からの「西脇市に住んで

いてよかった」という言葉が何よりの言葉ではないか。  

 

○議事終了  

 委員の皆様から、多くの貴重なご意見をいただいた。

今後の事業運営に反映していただきたい。  

 

○その他  

 今回作成したこどもプラザカリキュラムを基に、さら

に居心地のよい、子育てしやすい町になるよう取り組ん

でいきたいと思う。  

次回の委員会は７月頃を予定している。  

 議事録については、ホームページなどで公開予定であ

る。  
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○閉会  

 

問合せ先  西脇市都市経営部茜が丘複合施設こどもプラザ  

 TEL 0795-25‐ 2800 ／  FAX 0795－ 25‐ 2220 

 


